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［
来
歴
と
概
要
］
図
書
館
の
一
階
右
手
に
漢
籍
室
が
設
け
ら
れ
て
い

て
、
こ
こ
に
池
田
文
庫
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

「
こ
の
度
の
大
学
に
納
め
た
池
田
文
庫
は
先
考
の
蒐
輯
が
五
十
年
、

不
肖
が
継
承
し
て
か
ら
已
に
六
十
年
、
前
後
合
わ
せ
る
と
一
百
十
年

と
随
分
と
長
い
期
間
の
も
の
と
成
る
。
こ
の
中
、
昭
和
八
年
二
九

三
三
）
ま
で
の
も
の
は
先
考
の
需
め
た
も
の
で
中
国
の
版
本
や
江
戸

期
の
線
装
本
の
価
値
あ
る
も
の
を
含
む
。
不
肖
は
こ
の
基
礎
の
上
に

立
っ
て
い
さ
さ
か
近
現
代
の
も
の
を
加
え
た
。
就
中
、
二
代
に
わ
た

る
「
史
記
研
究
参
考
資
料
」
の
蒐
集
は
凡
そ
四
百
種
に
及
ん
で
い
る
」

本
文
庫
の
特
徴
は
、
こ
の
文
章
に
つ
き
て
い
る
（
池
田
英
雄
「
先

考
蘆
州
の
学
風
と
蔵
書
に
思
う
」
、
『
漢
籍
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
目
録
」
か

ら
）
・池

田
四
郎
次
郎
は
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
大
阪
生
ま
れ
、
蘆

州
と
号
し
た
。
「
史
記
補
注
」
の
著
者
と
し
て
名
高
い
。
『
史
記
補
注
」

完
成
間
近
に
し
て
昭
和
八
年
に
急
逝
。
ご
子
息
の
英
雄
氏
の
増
補
校

訂
に
よ
っ
て
、
昭
和
五
十
年
に
明
徳
出
版
社
か
ら
公
刊
さ
れ
る
。

本
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
は
漢
籍
全
般
に
お
よ
ぶ
が
、
や
は

り
『
史
記
」
に
関
す
る
資
料
が
充
実
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
自
由
に

手
に
と
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
自
筆
稿
本
の
『
扁

文
教
大
学
越
谷
図
書
館
池
田
文
庫

文
庫
め
ぐ
り

(17）

鵲
倉
公
列
伝
集
解
」
（
山
田
業
広
著
）
は
、
端
正
な
字
体
と
、
誤
字
訂

正
の
朱
墨
と
、
句
点
の
青
墨
と
で
、
ま
る
で
美
術
品
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
を
手
に
と
っ
て
じ
っ
く
り
鑑
賞
で
き
る
の
だ
か
ら
、
研
究
者
に

と
っ
て
は
至
福
の
極
み
で
あ
る
。

漢
籍
室
に
は
、
元
秋
田
大
学
教
授
・
秋
田
経
済
大
学
教
授
の
田
口

福
司
朗
（
一
九
八
六
～
一
九
八
五
）
の
蔵
書
も
寄
託
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
元
文
教
大
学
教
授
の
水
沢
利
忠
二
九
一
八
～
）
の
蔵
書

の
一
部
も
寄
託
さ
れ
て
い
る
が
、
目
録
は
ま
だ
作
成
さ
れ
て
い
な
い
。

［
目
録
］
『
池
田
蘆
州
・
田
口
福
司
朗
旧
蔵
漢
籍
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
目

録
」
（
一
九
九
六
年
発
行
）

［
開
館
時
間
］
平
日
は
九
時
か
ら
二
十
時
。
土
曜
日
は
九
時
か
ら
十

六
時

［
休
館
日
］
日
・
祝
祭
日
と
館
内
整
理
日

［
所
在
地
］
埼
玉
県
越
谷
市
南
荻
島
三
三
三
七

電
話
呂
究
ｌ
茜
ｌ
犬
二

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

三
日
”
二
言
ミ
ミ
ケ
ロ
ョ
穴
冨
ｐ
ｍ
ｐ
旨
酎
四
の
巳
ご
ご
ざ
、

［
利
用
法
］
受
付
に
て
申
し
込
む
だ
け
で
、
学
生
・
一
般
を
問
わ
ず

誰
で
も
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。
文
教
大
学
越
谷
図
書
館
で
は
、
一
般

害
の
図
書
貸
し
出
し
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
の
で
、
身
分
証
明
書
を
持

参
の
こ
と
（
た
だ
し
、
近
隣
の
居
住
者
に
か
ぎ
る
）
。

（
宮
川
浩
也
）


